
 

理学研究科 理学専攻 化学領域  

博士前期課程 

教育研究上の目的 

化学領域の博士前期課程は、物質探究の基礎及び関連分野において先導的役割を果たしうる有

能な人材、すなわち高度な化学の専門的知識・能力を持つ高度専門職業人の育成を目的とする。 

教育目標 

本学の教育目標及び本研究科の教育研究上の目的等を踏まえ、化学領域博士前期課程では、高

度な化学の専門的知識を授け、専門的職業人たりうる能力を育成することを、教育の最終目標としてい

ます。 

国際化と情報化の流れにある知識基盤社会において、化学技術の現場では、化学の深い専門知識

と、広い教養と、洗練された情報処理能力及びコミュニケーション能力を身に付け、物質探求の基礎及

び応用技術分野において中核となりうる有能な人、すなわち高度な専門的職業人が求められていま

す。 

本課程では、求められる能力を涵養するため、技術の発展や問題の解決に積極的に取り組み、困難

な問題に対して仮説を立て、それを立証するための研究計画を立て、自ら遂行できる能力を育成しま

す。また正しい日本語を用いて研究の成果や考えを口頭や文書で論理的に発表できる能力、英語の

論文を理解しコミュニケーションできる能力を獲得させることも教育目標として定めます。 

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針） 

本領域博士前期課程では、カリキュラムにおいて所定の単位を修得し、提出した修士論文が審査の

うえ合格と判定された者は、以下に掲げる能力を身につけていると判定され、修士（理学）の学位が授

与されます。 

 

１．自立した良識ある市民としての判断力と実践力 

（１）化学の専門分野を体系的に理解する能力を身につけている。 

（２）化学の専門知識に基づいた研究計画をたて、それを独自に遂行できる能力を身につけている。 

 

２．国際的感性とコミュニケーション能力 

（１）論理的で正確な日本語を用いて、自らの研究・考えを発表する能力を身につけている。 

（２）専門に関わるテーマについて、英語を理解し、文章で表現し、コミュニケーションできる能力を身に

つけている。 

 

３．時代の課題と社会の要請に応えた専門的知識と技能 

（１）研究において直面する問題を、化学の専門知識を応用し、自ら工夫して解決できる能力を身につ

けている。 

（２）化学に関連する様々な現場で、問題解決や技術の発展に積極的にかつ粘り強く取り組み、中核と

なれる能力を身につけている。 

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

本領域博士前期課程では、化学の基礎知識を基盤とした論理的思考力と表現力を身につけ、化学

関連分野において、教育・研究・開発の中核として活躍することができる人を育成するため、以下に示

した方針でカリキュラム・ポリシーを設定しています。 

 

１．教育課程の編成・実施 

（１）学部教育で修得した知識を基盤として、理学研究科、化学領域の各分野の研究課題を見据えた

カリキュラムを設置し、教育研究を遂行しています。 



 

（２）化学各分野の専門教員を配置し、関連の深い他領域のカリキュラムと連携を取りながら相互に有機

的に、体系的に学べるようなカリキュラムを実施しています。 

（３）現代化学の基盤となる重要な研究の背景・意義・その後の展開を解説することにより、新規課題を

探求するために必要な方法を教授します。 

（４）国際化に対応するため、一部の授業を日本語と英語で隔年開講しています。 

 

２．教育の方法と評価 

（１）必修科目の「特別研究」ならびに「特別演習」の履修を通じて各専門分野における研究の最先端

及び課題解決能力を学修できるようにします。 

（２）「特別研究」においては指導教授に加えてアドバイザーによる助言を行い、論文作成過程の教育・

研究指導体制の確認を行い、また本専攻の人材養成目的に適った教育内容・方法等を確認しま

す。 

（３）学内外の研究者による「化学特別講義」を設け、研究活動に広く触れる機会を提供します。 

（４）理学専攻の基本・共通科目「先端科学演習」を設け、先端機器分析及び構造解析の技術力の向

上を図ります。 

（５）語学力の向上を図るために、全教員が担当する「化学論文英語」を設け、英語で書かれた論文の

理解及び作文能力を育成します。 

（６）英会話力、英作文力の向上を図るために、「科学英語」の履修を推奨し、英語によるプレゼンテー

ションや論文中の実験の部分の英作文能力の育成等を目標にしています。 

（７）英語でのプレゼンテーションや情報交換をする能力を身につけさせるため、国内外の学会での研

究発表を奨励しています。 

（８）TA(ティーチング･アシスタント)に就くことで、教育者として教育能力を高める経験を積む機会を用

意しています。 

（９）成績評価の厳格化を通じ、単位制度の実質化を達成しています。計画･遂行・発表を含む特別研

究の中間発表会および論文審査を介して、さらには、学会発表実績を通して、研究課題解決能力と

プレゼンテーション・コミュニケーション能力の評価を行なっています。これらの評価は、公平性と厳格

性を期して、3 名以上の専門教員で実施するようにしています。 

アドミッション・ポリシー（入学者受入の方針） 

１．大学院教育によって培う能力 

（１）広い教養と化学の専門知識を駆使して諸問題の解決に積極的に取り組み、身に付けた情報処理

能力とコミュニケーション能力により、基礎及び応用技術分野において中核となり得る人を育成しま

す。 

 

２．本領域の求める入学者 

（１）化学における専門分野の基礎学力を有する人 

（２）学部教育における専門科目のうち無機・分析化学、有機化学、物理化学の３分野の基礎を修得し

ている人 

（３）化学の専門分野の原理を解明し、基礎的あるいは応用的研究を推進する意欲をもっている人 

（４）英語で書かれた化学教科書が理解できる程度の英語能力のある人 

 

３．大学までの能力に対する評価（選抜方法） 

（１）本領域では、対象者にあわせて、学力試験と口述試験の組合せによる多様な入学試験を実施する

ことにより、大学での学習を通じて大学院での教育に必要な基礎学力を身につけ、また、化学の専

門知識とコミュニケーション能力の習得とその応用による社会への貢献に強い関心を持つ学生を受

入れます。 

 



 

理学研究科 理学専攻 化学領域  

博士後期課程 

教育研究上の目的 

化学領域の博士後期課程は、物質探究の基礎及び関連分野において先導的役割を果たしうる有

能な人材、すなわち創造性豊かな優れた研究・開発能力を持つ研究者や豊かな教育能力と研究能力

を兼ね備えた大学教員の育成を目的とする。 

教育目標 

本学の教育目標及び本研究科の教育研究上の目的等を踏まえ、化学領域博士後期課程では、物

質探求の基礎及び応用技術分野を先導しうる能力、すなわち化学技術の発展に寄与し得る研究開発

能力の育成を教育の最終目標とします。 

国際化と情報化の流れにある知識基盤社会において、教育及び研究能力を兼ね備えた大学教員

が求められ、化学技術の現場では、技術の発展や問題の解決に積極的に取り組み、困難な問題の解

決能力を身につけ、研究成果の潜在的な意義をも認識できる創造的な研究者・技術者が求められてい

ます。   

本課程ではそのような研究者・技術者や大学教員を育成します。また正しい英語を用いて研究の成

果や考えを口頭や文書で論理的に発表できる能力、英語の論文を作成できる能力を獲得させることも

教育目標として定めます。 

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針） 

本領域博士後期課程では、カリキュラムにおいて所定の単位を修得し、提出した博士論文が審査の

うえ合格と判定された者は、以下に掲げる能力を身につけていると判定され、博士（理学）の学位が授

与されます。 

 

１．自立した良識ある市民としての判断力と実践力 

（１）博士前期課程での研究をさらに発展・展開できる能力を身につけている。 

（２）周辺分野との関連を広く把握して、研究成果に含まれる潜在的意義を勘案する能力を身につけて

いる。 

 

２．国際的感性とコミュニケーション能力 

（１）研究成果の意義を広い視野から捉えて公表できる能力を身につけている。 

（２）英語の論文を作成し、また英語を使ったプレゼンテーション能力や情報交換する力を身につけてい

る。 

 

３．時代の課題と社会の要請に応えた専門的知識と技能 

（１）独力で研究を進める能力を身につけている。 

（２）化学に関連する様々な現場で、問題解決や技術の発展に積極的にかつ粘り強く取り組み、中核と

なれる能力を身につけている。 

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

本領域博士後期課程では、化学関連分野の教育・研究・開発において中心的役割を果たすことが

できる人を育成するため、以下に示した方針でカリキュラム・ポリシーを設定しています。 

 

１．教育課程の編成・実施 

（１）「特別研究」を通して、研究能力のさらなる展開を図り、独力で研究を進めることが出来る研究者を

育成します。 

（２）指導教授と３名の副指導教授（アドバイザー）による複数指導制度を採用しています。 



 

（３）周辺分野との関係を把握させるため、授業科目を合成系、構造・評価系に分けています。 

 

２．教育の方法と評価 

（１）英語で論文を作成する能力を身につけさせるため、論文作成指導を行います。 

（２）英語でのプレゼンテーションや情報交換をする能力を身につけさせるため、国内外の学会での研

究発表を奨励しています。 

（３）TA(ティーチング･アシスタント)に就くことで、教育者として教育能力を高める経験を積む機会を用

意しています。 

（４）成績評価の厳格化を通じ、単位制度の実質化を達成しています。計画･遂行・発表を含む特別研

究の中間発表会および論文審査を介して、さらには、学会発表実績を通して、研究課題解決能力と

プレゼンテーション・コミュニケーション能力の評価を行なっています。これらの評価は、公平性と厳格

性を期して、3 名以上の専門教員で実施するようにしています。 

アドミッション・ポリシー（入学者受入の方針） 

１．大学院教育によって培う能力 

（１）化学の専門知識を教育・研究・開発に役立たせることに強い意欲を持ち、化学分野の諸問題を解

決し、その成果を国際的に発表することで、将来は化学分野での指導的立場を志す人を育成しま

す。 

 

２．本領域の求める入学者 

（１）化学における専門分野の確かな学力を有する人 

（２）新たな問題を発掘して、それを解決する意欲をもっている人 

（３）英語で書かれた専門分野の学術論文が読める程度の英語読解力を有し、論文を執筆できる程度

の英語作文力を修得する意欲のある人 

 

３．博士前期課程までの能力に対する評価（選抜方法） 

（１）本領域では、専門分野についての口述試験を課すことにより、博士前期課程での教育を通じて博

士後期課程での研究に必要な専門知識と判断力を身につけ、また、研究を発展させるだけでなくそ

の成果を社会に発信することで、化学の教育・研究・開発において中心的役割を果たすことに強い

関心を持つ学生を受入れます。 

 

 


